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作品タイトル
放射刺激の運動による位置シフト錯視

作品動画と観察上の注意
1. 視環境について
　ディスプレイから少し距離を離してご覧ください。 ノートパソコンで見る場合は、画面から60cm以上離れると現象が生じやすいと思います。
2. 注視する部分について
　真ん中の放射刺激を注視してください。
3. 現象が生じる時間について
　現象が生じるまでに少し時間がかかります。5秒ほど眺めていると生じやすいです。

解説
上下に接するように配置された放射円の回転運動によって、静止縞刺激が放射円の回転方向と反対方向に運動して見える錯視を発見した。この錯視は放射円の回転速度によって静止縞刺激の運動印象の強度が異なり、回転速度の増大に伴い強度が増加した。 
また、静止縞刺激が正弦波の場合で矩形波に比べて運動印象の強度が高かった。
この錯視は、上下に配置された回転放射円刺激の運動(誘導刺激)によって相対運動が生じ、静止縞刺激に反対方向の運動印象が生じると考えられる。
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